
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 40件 （回答者数） 25件

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 7件 （回答者数） 7件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

＊エルダー・メンター制度の導入

＊OJTの強化

＊定期面談による支援力のフィードバック

2

＊戸外遊具の充実

＊裸足で活動するメニューの増加

＊季節感を味わい、五感に訴える活動の増加

3
＊専門部会の立ち上げによる専門性・指導力の向上

＊多職種連携による支援の質の向上

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
＊保護者会(茶話会)の開催

＊ペアレントプログラム研修の企画

2

＊敬老会への訪問

＊老人ホームや小学校への訪問

＊自社開催お祭りの継続

3

＊活動写真の送付

＊広報誌への活動写真の掲載

＊保護者会や修了式等でのスライドショー上映

＊正社員主義

＊階層別の内部研修の充実

＊外部研修への積極参加

＊ジョブローテーションや配置転換による育成

○事業所名 一般社団法人つばさ(親園事業所)

○保護者評価実施期間
令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

＊広い園庭
＊戸外遊びや戸外での活動プログラムの充実

＊体幹を鍛える訓練メニューの積極導入

＊専門指導の充実

＊常勤・非常勤の専門指導職員の採用・配置

＊専門指導担当職員による定期的な研修会の開催

＊ニースに応じた専門指導の提供

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

＊ペアレントプログラムや父母会の開催 ＊コロナ禍をきっかけに開催の見送りが生じた

＊地域交流 ＊コロナ禍をきっかけに実施の見送りが生じた

＊療育支援の見える化
＊送迎時の伝達、連絡帳やメール配信など、

　口頭や文字でのお伝えに留まっていた

事業所における自己評価総括表公表


